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Parthenolide reduces cell proliferation and prostaglandin E2 synthesis in human 



























endothelial growth factor (VEGF)、interleukin-6 (IL-6)、leukemia inhibitory factor 
 1 
(LIF)、monocyte chemotactic protein-1(MCP-1）などのサイトカインの遺伝子発現量を、
real-time RT-PCRで定量した。 
結 果 
ESCへのパルテノライドの前処理は、TNFα 添加で誘導されたIL-8遺伝子と蛋白の発現量
を有意に減少させた。また、COX-2遺伝子ならびにPGE2産生量を低下させ、ESCにおけるBrdU
取り込み量を有意に抑制した。パルテノライドは、TNFα 添加により増強したリン酸化IκB
蛋白発現を抑制し、核内へのp65移行を減少させた。 
マウスモデルにおいては、全てのマウス腹腔内に直径2～8 mm大の嚢胞状の子宮内膜症様
病巣が形成された。嚢胞の最内層は、単層の上皮細胞で形成されており、ヒト子宮内膜症
の初期病変に類似した組織学的特徴を呈した。パルテノライドの投与により、病巣個数は
マウスあたり平均5.8個から3.9個に減少した。病巣の総重量は、対照の約40％に低下し、
総面積も約50％減少した。Ki67陽性細胞比率は約50％低下した。また、各種サイトカイン
の遺伝子発現量は、パルテノライドの投与により有意に減少した。 
 
考 察 
近年、炎症性サイトカイン産生やプロスタノイド経路の阻害作用を有する薬用ハーブが、
子宮内膜症の治療薬となる可能性が示唆されている。 
子宮内膜症の病態の一つとして、腹腔内マクロファージや子宮内膜症細胞から放出され
る炎症性サイトカインによる病巣の進展や妊孕性の低下があり、NF-κBはサイトカイン産
生に密接に関与することが知られている。本研究では、パルテノライドが、ESCにおいて
NF-κB経路を介してIL-8産生を低下させ細胞増殖を抑制すること、およびCOX-2遺伝子発現
を低下させてPGE2産生を抑制することを明らかにした。また、子宮内膜症のマウスモデル
においては、パルテノライドが病巣を縮小させ、腹腔内炎症を抑制することが示された。 
 
結 論 
 パルテノライドは、子宮内膜症細胞においてNF-κB阻害作用を介して抗炎症および増殖
抑制作用を示し、マウスモデルでは病巣縮小効果を示した。パルテノライドは副作用の少
ない新たな子宮内膜症の治療薬としての有用性が示唆された。 
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